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新型コロナウイルス感染症の発生に伴う薬監証明の取扱いについて 

 

  

現在、新型コロナウイルス感染症の発生に伴う需要の増加により、消毒用アル

コール等の供給不足が生じています。 

このような状況において、企業が、自社の社員の感染予防の観点から自社内で

使用することを目的に医薬品、医療機器等を輸入する場合については、下記のと

おり取り扱うこととしますので、ご対応方よろしくお願いいたします。 

 

記 

 

１． 企業が、自社の社員の新型コロナウイルス感染症の対策として、自社内で

使用することを目的として医薬品、医療機器等（感染予防対策として一般人

が自ら使用することが想定されるものに限る。）を輸入しようとする場合には、

薬監証明の発給対象として差し支えない。 

 

２． 薬監証明の発給に際しては以下の書類を輸入者に提出させ、必要な確認を

行うこと。 

 

・ 輸入報告書  

・ 輸入品目の商品説明書  

・ 仕入書（インボイス） 

・ 航空貨物運送状（ＡＷＢ）（写）又は船荷証券（Ｂ／Ｌ）（写） 

・ 誓約書 

 



３． 上記提出書類のうち、誓約書については以下の事項の記載を求めること。 

 

・ 供給不足により国内流通品が調達できない事情による輸入であること 

・ 新型コロナウイルス感染症の対策のために自社内での使用に限定した

ものであること 

・ 輸入品目の使用及び保管管理は、当該企業の責任のもと適切に行うこと 

・ 外部への不正流通が発生しないよう、社員等に対して適切に指導・監督

を行うこと 

 

以上 

 


